
毎日を過ごせることに感謝を込めて! 
   11 月 23 日は勤労感謝の日です 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

1948 年（昭和 23 年）「勤労をたっとび、生産を祝い、国民がたがいに感謝しあう」日として制定されました。つまり、

すべての人が仕事に励み、それによって生み出されたものをみんなで祝い、よろこび、感謝する日です。昔は「新嘗祭」

（にいなめさい）と呼ばれており 1200 年も前の飛鳥時代から始まっています。新嘗祭とは天皇が行う収穫祭で、天照大

神をはじめとする神々に、その年に収穫した穀物や新米でつくったお酒などをおそなえし、自らも食し翌年の豊作を祈る

というものです。すべての人々の生活に深くかかわる農作物の収穫祭は皇室行事のみにとどまらず、神社や一般の人々に

も広まっていきました。こうしたことから、勤労感謝の日には現在も全国各地で農業祭や収穫祭が行われています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

編集・発行 松本市図書館 

〒390-0861  
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電話／0263(32)0099 平成２７年 １１月１日発行 第３２号 

◆むかしばなしのおはなし会 
11 月 15 日（日） 

時間：10：30～（約 40 分）  

定員：約 40 名    

場所：波田文化センター３階会議室 

 

問い合わせ先：波田図書館  

☎92-7503 

◆薬膳講座 
11 月 21 日（土） 

時間：10：00～12：30 

定員：20 名 ※要申込み 

材料費：500 円 

場所：中山公民館 

問い合わせ先：中山文庫  

☎58-5666 

◆秋のスペシャルコンサート  
11 月 11 日（水） 
時間：11：00～ 

内容：チェロとピアノのコンサート 

場所：鎌田児童センター 

  

◆人形劇「七匹の子やぎ」 
11 月 8 日（日） 

時間：10：30～  

出演：パペットシアター ホーボーズ  

場所：松南地区公民館 3 階 大会議室 

 

問い合わせ先：南部図書館  

☎26-1083 

【新版「職業訓練」150％トコトン活用術】（日向咲嗣 著／同文舘出版／2014 年） 

就職・転職に直接役立つ知識や技能を習得させてくれる公的な制度「職業訓練」の活用術を紹介します。全

国職業訓練校コース一覧もついてます。 

【モノの言い方ひとつで好感度をグーンと上げる本】 

（杉本祐子 著／主婦の友社／2015 年）ビジネスをする上で大切な言葉使い。 

具体的なシーン別に印象がよくなるモノの言い方を紹介しています。 

◆わくわくクリスマス会  
12 月 2 日（水） 

時間：11：00～ 

内容：つばさ文庫さんによるパネルシアター 

※要申し込み（11/24(火)まで） 

場所：鎌田児童センター 

 問い合わせ先：西部図書館 ☎26-0341 

◆リサイクル本配日程  
・あがたの森図書館  11 月 1 日（日） 10：00～15：00 

・中山文庫      11 月 1 日（日） 10：00～ 

・空港図書館     11 月 7 日（土） 10：00～17：00 

11 月 8 日（日） 10：00～17：00 

・島内図書館     11 月 8 日（日） 10：30～ 

・本郷図書館    11 月 15 日（日）10：00～12：00 

 

※詳細は各図書館までご連絡ください 

労働に関する本の紹介 

【不機嫌な職場を楽しい職場に変えるチーム術】 

（ボブ・パイク 著／日本能率協会マネジメントセンター／2010 年）個人の能力を

発揮しつつ、社員が一丸となれる職場に変えていく方法を物語形式で紹介します。 

 

参考 みんなが知りたい！「四季の行事」がわかる本  

ニコワークス 著／メイツ出版㈱ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館には、調べ物のお手伝いをするサービスがあります。本

についての問い合わせ以外にも、身近な疑問についてもお調べし

ていますので、お気軽にご利用ください。 

『もし、シェイクスピアがスター・ウォーズを書いたら―まこと新たなる希望なり』 

著者：イアン・ドースチャー／作 ジョージ・ルーカス＆ウィリアム・シェイクスピア／原作 

出版社：講談社 【932 ト 所蔵館：梓川】 

一見どうにも結びつきそうにない二大巨匠が、なんと！１冊の本になりました。かの文豪の

描く「スター・ウォーズ」は一体いかなる叙事詩となり得るのか？あの名台詞はいかに？随

所に散りばめられたエスプリにニヤリとしながら、シェイクスピアをもっと身近に、スター・

ウォーズをもっと深く味わえる、異色の１冊です。 

『へんてこりんな植物』 

北柴 健／著 三笠書房   【317 キ 所蔵館：寿台、本郷、波田】 

レインボーユーカリ、ソーセージノキ、ユウレイタケ・・・なんだかおとぎ話に登場しそう

な植物ですね。でもこの植物、本当にあるんです！しかもその名のとおりの姿形をしていま

す。見た目も怖ろしいものから、思わず笑ってしまう可愛らしいものまで、世界のへんてこ

りんな植物をじっくりご覧ください。 

児童書 

図書館に 聞いてみよう！ 

一般書 A. ア「長野県百科事典」（１９８９年／信濃毎日新聞社） 

イ「長野県史 通史編別巻 年表・索引」 

    ウ「長野県史 通史編第 7 巻」 

（１９８８年／長野県／編／長野県史刊行会） 

アの資料「長野県百科事典」（ｐ７４９）に『まつやます

き 松山犂』の記載があった。『松山原造』を参照するよう

になっていたので、（ｐ７４８）を見てみると、『松山犂』の

発明者だとわかりました。 

イの資料「長野県史 通史編別巻 年表・索引」を調べる

と（ｐ２７３）に『松山原造』の名前がありました。 

「長野県史 通史編」の７巻と８巻に記載があるとのこと

だったので、ウの資料｢長野県史 通史編第７巻｣（ｐ５５９）

を見てみると、『松山犂』と『松山原造』の写真が載ってい

ました。次項（ｐ５６０）には『松山犂』の図もありました。

８巻は文章のみの記載でした。 

以上のことから、ウの資料を提供しました。 

【今月の事例】  

Ｑ. 明治時代に長野県で考案された「まつやますき」とい

う農機具の図か写真と、考案した人の写真がみたい。 

  あれば読みたい。 

 

平成２７年９月１５日～ 

平成２７年１０月１５日受付 

１位『スクラップ・アンド・ビルド』    

羽田 圭介／著、文藝春秋 

２位『中野のお父さん（夢の風車）』 

       北村 薫 ／著、文藝春秋 

３位『火花』 又吉 直樹／著、文藝春秋 

４位『職業としての小説家』    

村上 春樹／著、スイッチパブリッシング 

５位『聖母』 秋吉 理香子／著、双葉社 

住野 よる／著、双葉社 

５位『朝が来る』 辻村 深月／著、文藝春秋 

５位『君の膵臓をたべたい』 

住野 よる／著、双葉社 
  

１位『ママがおばけになっちゃった！』 

     のぶみ／さく、講談社    

２位『鹿の王 上』（生き残った者） 

上橋 菜穂子／著、ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

３位『おまかせ！しゅくだいハンター』 

       山野辺 一記／著、金の星社 

 ４位『鹿の王 下』（還って行く者） 

   上橋 菜穂子／著、ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

 ５位『動物と話せる少女リリアーネ スペシャル３』 

タニヤ・シュテーブナー／著、学研教育出版 

 

１１月 4 日（水）１2：４０～ 
チャンネル：79.1MHz  
※放送日等変更になる可能性もあるのでご了承ください 

ＦＭまつもと 今月の出演 
 「秋の日はつるべ落とし」と言われるように、この頃は日の

暮れるのがめっきり早くなって来ました。秋の夜長、読書にふ

けるのもいいかも知れませんね。 

リサイクル本配布も引き続き行います、ぜひご利用ください。 

編
集
後
記 

いけばな講座 
 

9 月 13 日（日） 

時間：14：00～16：00 

定員：10 名 ※要申込み 

   （親子参加歓迎・子どもは花ばさみが扱えること） 

講師：吉井 マサ子 先生 

材料費：500 円（親子参加の子どもは無料） 

持ち物：生け花用はさみ（キッチンバサミでも可） 

    花器 2 つ（口の大きなもの、一輪挿し） 

※入場無料 

問い合わせ先 中山文庫 ☎58－5666 


